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ベトレヘムの風の巻頭に姫ウズラの連載をしたところ、「面白

い」という好意的な評価の一方で、「院長、たまには姫ウズラ

以外のお話もよいと思いますよ」などという反応もあります。

さて今回はどうしたものかと迷ってしまいましたが、すこしだ

け姫ウズラでまいりましょう。

5月5日に生まれたチビちゃん姫ウズラのオス・メスが判明

しました。メスでした。根拠は生後３ヶ月（８月中旬）に卵を

生んだことです。姫ウズラは外観からオス・メスの判断は専門

家でも難しいといわれています。

卵を産み終えると「キキキー」という“ときの声”を張り上

げて誇らしげに背伸びをします。その後も数日ごとに卵を生む

のですが、自分で温めてヒナをかえすとかという行動も何もあり

ません。ただ地面に卵を落とすだけなのです。ふしぎですね、

なんのために卵を生むのでしょうか。

姫ウズラはジャンプは得意ですが空中を飛ぶことはできませ

ん。ニワトリみたいなものです。そして食べ物（粉類）と水は

常に身の回りにあり、ピーピーと啼くと人間（かみさんとわたし）

がピーピーと反応してミールワーム（ミミズみたいな生き物で、

これが大好き）がもらえるのです。姫ウズラにとって１匹のミー

ルワームは人間に換算すると150グラムのビーフステーキに相

当するのです。うらやましい限りです。

こんな姫ウズラを見ているうちに、外を飛んでいる鳥たちが

気になってきました。外の鳥はだれからも食べ物も水ももらって

いません。朝早くから自分の羽で空中を飛び、あるのかないの

か分からない食べ物をアチコチ探し回るのです。たべものは同

僚の鳥たちとの奪い合いですし、さらにはカラスみたいな巨大

な鳥もいますので、常に恐怖との戦いです。そして季節がくる

と卵を生んで、自分で温めてヒナをかえすのです。野生には人

工孵卵器のように、時間毎に卵をひっくり返して温めてくれる機

械はありません。そもそも外の鳥たちが岩手県の人工孵卵器屋

さんとリース契約はできないのは明白です。

さて、姫ウズラのように何でも人にやってもらうのが良いのか、

それとも外を飛ぶ鳥たちのように自分のことは自分でするのが

良いのか、答えは単純には出ません。

しかし、やはり「自分のことは自分でする」のが良いようです。

それは日本の中高年の男子を観察するとよく理解できます。

とくに近頃の中高年男子は奥さんに頼り切っている人が多いこ

とに気付きます。今の世の中、元気なのは女性ばかり、さらに

中高年になるとその差が歴然としてきます。

この男と女の違いの大元は“自立の差”なのです。女性の

場合、年令とともに自分は自立している、自分のことは自分で

できる、という“自信”を持つようになるのです。

ここで、～よくよく考えてみましょう、中高年男子のみなさん～

ご自分が奥さんより先に死ぬとは限りません。また、身体が

不自由になったり、寝たきりになると、高齢者虐待に巻き込ま

れることもまれではなくなりました。若い頃、亭主関白で奥さん

をいじめた夫が高齢になり身体が弱って、妻から逆襲されると

いう報告もめずらしくない時代です。

そうでなくとも、奥さんから離婚を迫られたり、逃げられたり（あ

るいは、追い出されたり）することもあるでしょう。

妻が死んだ後、残されたご主人の死亡までのスピードが４倍

に早まるという研究結果もあります。（まともな食生活もできな

いのですね）

このようなことを考えれば、普段から奥さんに頼らなくても生

活できる準備が必要なことが理解されるはずです。

そうです、中高年男子のみなさん、今からでも遅くはありま

せん、自分のことは自分でしようではありませんか。　

ところで、みなさんはどこまで“自立”していますか。この機

会に点検してみましょう。

じつに、武者小路実篤先生は次のようにおっしゃっています。

“きみは君　われは我なり、   されど　仲よき”

解説 :「あなたと私は　それぞれ独立した別の人間です、その上で

仲良くしましょう」。すばらしい考えではありませんか。（こんなこと

を書いている武者小路先生も奥様との関係ではずいぶん苦労され

たようですね、お言葉に苦労の跡がにじみ出ています）今回はあく

までも男子に向けての忠告ですので誤解のないようお願いします。
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くなかったです。 ただ、具体的にどのようなものを行う

か一向にイメージ出来なかったのですが、ある日突然ス

テージのイメージ画が出てきました。リハビリ科も他部

門も一緒になってステージに立ち患者様と楽しむのはど

うかと。そして、盆踊りや模擬店も出しながら縁日にも

近い雰囲気を出し、一緒になって楽しめる空間を創りた

い画も併せて。それらの話をスタッフ に持ちかけて進め

ていきました。

の夏祭りスタッフが築き上げてきたおかげもあり、準備

や当日の役割を担い一緒に行ってくれた担当スタッフや

リハビリ科のスタッフの力がなければ出来なかった今年

の夏祭りであったと思っています。今は全ての皆様へ感

謝しかありません。 本当に有難うございました。

２０１9 山本  章  （リハビリテーション科）

2019年の夏祭り終わってしまいました。今、振り返っ

てみると大げさな言い方をするならば、華やかに色とり

どりのエンターテイメントが繰り広げられた瞬間であっ

たと思います。 

今回の夏祭りは、病院行事の一環で他部署と一緒に行

うということからスケールも大きくなったので、如何に

スタッフや患者様やご家族と ‶一体感 "をコンセプチュ

アルな表現ができるかを考えました。そこだけは逸れた

夏祭り当日、パフォーマンスはウクレレセッションから

始まって、優しい音色のピアノ演奏、リハビリ科の昨年よ

りダイナミックになった花笠音頭、全員歌唱とリコーダー、

3人のユニット歌唱、バイオリンの美しい演奏に併せて歌

唱、最後はダイナミックな音で演出した和太鼓演奏と小さ

なサマソニフェスが出来上がっていました。私は、進行役

もさせていただいたので、その場面ごとの全員の顔や様子

や雰囲気が全て見えていました。本当に良い笑顔、歓声、

大きな拍手、一緒になって歌って盆踊りで踊って演奏して、

美味しそうに綿菓子やゼリーを食べて、楽しく白熱して

ゲームにも参加して・・・  あの時間、全員が最も輝いた

時間であったと思います。それは、後の一枚一枚のプリン

トされた全ての写真が証明してくれていました。ポスター

にも記載していた「ココロとカラダが踊りだす真夏のカー

ニバル」というキャッチコピーを私が勝手に書き込んだも

ので、その通りになれば良いという願いを込めていました。

それに患者様もご家族もスタッフも近づいていたのかな。

と今は思っています。

このような演出が出来たのも多くの患者様にご参加い

ただき、大変暑いなかご来場いただいきましたご家族の

皆様のおかげです。また、病院・病棟・他部門スタッフ

の皆様、NGを出さずにパフォーマンスを受けてくださっ

た全ての方々、関連施設職員さんのご協力があり、歴代

如何に  一体感  を出すか、ある日突然イメージ画が出てきました

あの時間、全員が    最も輝いた    時間
であったと思います

今は全ての皆様へ    感謝    しかありませんしかありません



今年こそ夏バテ防止!!
知っトク講座❸ベトレヘムの園病院　公開健康講座

薬剤科 ： 平澤 佑実彦　　栄養科 ： 廣瀬 孝洋

この度、７月の公開講座は「今年こそ夏バテ防止 !!」
と銘打ちましてビタミンBのお話と共に実際の夏バテ防止
ランチを実食して頂くといった企画としました、また先
着 15名様の予約制とさせて頂き、来ていただけるか不安
がありましたが蓋を開けてみますと有難いことに満員とな
り、気の引き締まる想いで臨むこととなりました。
講座内容と致しましては、ビタミン

全般の説明からビタミンB1，B2，B6
の働きと足りなくなってしまった時に
起きうる欠乏症の説明、食材に含まれ
る含有量や摂取方法のアドバイス等を
お話させて頂きました。
その後の夏バテ防止ランチでは皆様

から「美味しい」を沢山頂き、入院患

者様と同じ味付けとお伝えした時の驚かれるご様子など
と、こちらも嬉しくも暖かい気持ちを分けて頂けたように
思います。
次回の内容などはまだ決めていませんが、行ってみよ

うかなぁと興味を持たれたかは是非ともご参加お待ちして
おります。
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　8月2、3日に長崎県で開催された「日本カトリック医療

団体協議会、第3回全国大会」に参加させて頂きました。3年

毎に全国大会があり、今回は全国から約250名の参加者

がありました。

　今大会のメインテーマは「永井隆について考える」でした。

永井隆さんは熱心なカトリック信徒で医学者であったと同時

に、長崎で直接に被爆されました。瀕死の状態に陥りながら

も何度も不死鳥のごとく蘇り様々な奇跡を起こし、長崎の復

興と世界平和を叫び続けた方でした。最期は執筆活動に取

り組まれ「長崎の鐘」や「この子を残して」など、17冊の著書

を執筆されました。「永井隆について考える」から命や平和

の大切さを改めて考えさせられる機会となりました。

　病院という組織は多くの専門職が存在する特殊な環境に

あります。当然意見がぶつかることもありますが、永井隆先

生の「如己愛人」の精神に近づくことで平和的で穏やかな職

場でいられるように実践していきたいと考えています。

　最後に、懇親会の席上、日本カトリック医療協会から功績

賞を頂きました。多くの方々に支えられたお蔭である事を

忘れずに、これからも頑張っていきたいと思います。

　懇親会後、普段から支えて頂いているメンバーと一緒に

新世界三大夜景を見ながら美味しいお酒を味わいました。

廣瀬 孝洋  （栄養科長代理）

　会合の前後で井上は教会巡りを体験しました。日本の

神さま仏さまに愛着をもち、自然を崇拝する自分には、かな

り敷居が高かったのですが、旅人の勢いであっという間に

慣れ親しむのでした。

　石積みの世界遺産、入江や瀬戸に佇む、あるいは港

を見下ろす瀟洒な御堂。祭壇の前で静々と祈ったり、

自治体の選挙に使えそうな金属製の小箱に小銭を寄付

したり、寺社と同様の振舞いで、その空間に違和感な

く溶け込んで・・・。穏やかな時間に感謝です。

　今回の長崎には当院から３名が参加、それぞれ思い思

いに聖地を巡礼してきました。   　　井上  仁  （副院長）

日本カトリック医療団体協議会  第3回全国大会  長崎にて
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　本編の記事に書けなかったことを少しここに記載したいと思

います。パフォーマンスは今回全てソロで行うのは敢えて避けた

くて、自分の中で、この人と組んだらおもしろいものができるか

もっていう、触覚というか感覚みたいなものが働いて誰かとセッ

ションしたり、全員を巻き込んだりの方法でお願いをしました。

私も数曲初セッションで結成して解散になりましたが、音が共鳴

し合ってさらに響き合えるかも、という方 と々出会えました。練

習やリハーサルをしている時から音合わせや「ここはこうした方

が良くなるかもね。」などとお互いの意見を交えながら進めてい

たので、その時間は随分楽しませていただきました。セッション

で何が楽しいか、気持ちがいいか、というものが味わえたから

楽しかったと思います。その味わえたものとは…(笑)   （A・Y）

9月の公開健康講座

『お口から食べられなくなったら、
 どうしましょうか？』
 ～ドクター青木のおすすめは？～
日時 ： 2019年9月18日（水） 14:00～15:00
場所 ： 当院2階会議室

講師 ： 青木信彦 (院長) 

ベタニアの家
チャリティーコンサート
― ベトレヘム学園卒園生の支援 ―
日時 ： 2019年12月10日(火) 18:00開演
場所 ： 練馬文化センター小ホール
出演 ： 高丸ホット・シスターズ　
　　　 • 第一部「愛」   
　　　 • 第二部「生きる喜び」
全席自由 ¥3,000
懐かしい歌と演奏を３姉妹がお届けいたします

健康まつり 
日時 ： 2019年11月3日（日・祝） 10:00～14:00
場所 ： 当院1階ロビーと玄関の特設会場

• ベトカフェ
• 患者作品即売会
• フレイル測定＋血管年齢測定
• 健康相談

お知らせ

ひふの話
“ぬり薬のぬり方”

その

48
市川 雅子（皮膚科医師）

健康まつりに
先立って

“ 院内ミニバザー ”が
 10月21日（月）10:30～14:00　場所 ： 当院2階会議室

 今年も皆様からの献品を宜しくお願い致します。
 （ただし新品に限らせていただきます。）

今回は、皮膚科のぬり薬のぬり方です。とても大切なことなの

に実はよくわからない、誰も教えてくれないのです。薬だけでな

く、化粧品や日焼け止めなども含め、ぬり方は実に人それぞれ

で、診察室でふだんの通りにぬってもらうと、驚くようなぬり方を

する人が結構多いのです。特に皮膚科の薬をぬる時は、適量を

指示した回数でぬれば効くはずなのに、再診時、診察すると

思ったような効果が得られていない、なんてことはよくあります。

患者さんも飲み薬はきちんと飲むのに、ぬり薬は自己流、となっ

てしまいがちです。皮膚科学会でも「これではいけない」

と考え、＜１FTU＞という基準を作りました。これは、

人指し指の腹側、指先から第一関節までの量をチュー

ブで出した量で両手のひら約2枚分の範囲をぬる、とい

うものです。液体だと1円玉大で手のひら2枚分です。

あるいは、塗った直後にティッシュペーパーをつけて逆

さにしても落ちない量、です。実際ぬってみると結構ベタベタす

る感じがあると思います。塗る量の目安にして下さい。（副腎皮

質ホルモンのぬり薬の時に、患者さんから「少量を擦り込んでい

ました」という話をよく聞きますが、このようなぬり方だと効果が出

にくく、また、すりこむ動作で逆に皮疹がひどくなることもありま

す。副作用の出方は、少量でも大量でも関係ありません。）

ぬる時はやさしくぬり広げますが、擦り込まないこと（整形外

科のぬり薬とは違います）。指1本でぬるのではなく（まぶたなど

の小さい部位は指1本でぬりますが）、指２，３本（人差指、中

指、薬指）か、手のひらと指の全体でぬります。頭皮のぬり薬は

ローションの場合が多いのですが、指１，２本の腹側に小豆大

位の薬を取り、指で頭皮に薬をぬって下さい。ローションの容器

の先を頭皮にあてて薬を出してから指でマッサージ（？！）するよう

にぬっている人がいますが、これでは

効果半減です。

なお、ビランや潰瘍（皮膚がむけた

り、えぐれたりした状態）ができた時

のぬり薬はまた別のぬり方があります

ので、１FTUのぬり方は使いません。


